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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「ドップラーライダーを用いた都市大気境界層の乱流構造に関する研究」と題して日本文
で書かれ，７章から構成される．  
 第１章「はじめに」では，大気境界層における乱流・リモートセンサーによる大気乱流の観測など
に関連する既存の研究をレヴューした．大気乱流の予測・制御を見据えた大気境界層のさらなる理解
には，長期的に実大気の流れ場をモニタリングし，その特性を網羅的に評価することが必要であるこ
とを指摘している．また，本論文の構成と独創性・新規性について述べている．  
 第２章「観測概要」では，本観測で用いた観測機器の諸元・設置場所について述べている．ドップ
ラーライダー（以下，走査型ライダー）については，その観測値のバイアスの検証・観測可能領域の
月変化について示している．  
 第３章「大気パラメーターの算出」では，第４章以降で用いる諸パラメーターの算出方法とその精
度について述べている．具体的には，走査型ライダーの２方向の鉛直スキャンから水平風速の鉛直分
布を推定する方法を示し，可搬型ライダーとの比較により，推定された水平風速の精度を定量的に評
価している．また，鉛直スキャンによって観測された信号対雑音比と水平風速の鉛直分布から大気境
界層高度を算出する手法を示し，その日変化の妥当性を超音波風速計の観測値から算出した乱流統計
量の変化と併せて確認した．  
 第４章「水平風速の鉛直分布」では，３か月間の境界層内の水平風速の鉛直分布の特徴を議論した．
本論文の主題は第５章および第６章の乱流構造の特性解明であるが，水平風速分布は乱流構造の駆動
力となる風速シアを決める重要なパラメーターである．解析によって，夜間において低層ジェットが
高い頻度で再現的に出現することが明らかになった．また，低層ジェットは海陸風循環もしくは寒冷
前線の通過に伴って発生することが示唆された．  
 第５章「乱流構造の出現特性」では，３か月間に渡って連続的に観測された水平風速の空間分布を
目視で６つに分類し，その発生頻度および出現特性を定量的に評価した．既往研究で指摘される組織
的乱流構造が全体の 70 %ほどを占めることに加え，組織的乱流構造を伴わない流れ場も全体の 20%以
上に寄与していることが明らかとなった．また，流れ場の出現頻度には明瞭な日変化が見られ，非定
常かつ境界層外の擾乱の影響を受ける実大気の流れ場にも再現性があることが示された．さらに，流
れ場の出現環境場は安定度および水平風速で整理可能であることも明らかとなった．尚，目視による
流れ場の分類を客観的に行う指標の提案も行い，その指標による分類結果と目視による分類結果に大
きな違いがないことは確認している．  
 第６章「筋状乱流構造の間隔（λ）の特性」では，第５章で解析した流れ場の中で最も出現頻度が
高い筋状乱流構造に着目し，その間隔の特性を定量的に議論した． λと大気パラメーターの関係を調
査した結果，水平風速および安定度はλに直接的に作用する変数ではなく，局所的な風速勾配がλを
決定づける本質的なパラメーターであることを示した．また，λと風速勾配を境界層高度と摩擦速度
で無次元化し，風洞スケールから大気境界層スケールまで統一的に整理可能な無次元パラメーターを
提案した．  
 第７章「まとめ」では，本論文の成果をとりまとめ，今後の展望について述べている．  
 以上要するに，本論文では，走査型ライダーの実測値を用い，都市大気境界層の乱流構造の基本的
な特性（出現頻度・発生環境場）を示し，その体系的な理解に貢献した．また，筋状乱流構造に関し
ては，その形状が本質的には局所的な風速勾配で決まっていることを示し，その関係が風洞スケール
の筋状乱流構造においても成立する普遍的な関係であることを示した．これらの成果は，工学上・工
業上高く評価できる．よって，博士（工学）として価値が十分あるものと認められる． 
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